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一
国
家
に
一

民
族
と
い
う
考

え
が
明
治
以
降

の
日
本
人
に
は

ご
く
普
通
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
世
界
に
は
そ
う

で
な
い
国
家
も
民
族
も
た
く

さ
ん
あ
る
。

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦

は
多
民
族
多
宗
教
国
家
だ
っ

た
が
、
七
つ
の
国
家
に
分
裂

し
た
。
日
本
な
ん
か
鎌
倉
時

代
み
た
い
に
二
つ
く
ら
い
な

ら
兎
も
角
、
七
つ
に
分
割
な

ん
か
想
像
も
で
き
な
い
。

　

で
、
そ
れ
ら
の
国
が
Ｅ
Ｕ

加
盟
を
目
標
に
し
て
い
る
。

国
家
権
力
と
は
領
土
確
保
や

徴
税
権
だ
け
で
な
く
、
通
貨

や
発
行
権
だ
と
私
考
し
て
い

た
が
、
独
立
し
た
喜
び
で
自

国
の
昔
の
偉
い
人
の
肖
像
を

印
刷
し
た
紙
幣
を
眺
め
る
間

も
な
く
ユ
ー
ロ
に
な
っ
て
し

ま
え
ば
人
々
は
ど
う
感
じ
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
だ
け
経
済
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
、
円
の
対
ド
ル
の

レ
ー
ト
が
日
本
経
済
を
か
き

回
す
の
に
筆
者
は
保
険
点
数

し
か
念
頭
に
な
い
。
だ
が
、

食
物
や
麻
薬
も
が
一
国
に
留

ま
ら
ず
通
貨
と
同
様
昔
か
ら

世
界
の
歴
史
変
動
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
き
た
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
も
〝
自
由
貿

易
〞
へ
の
要
求
か
ら
起
こ
っ

た
。

レセコン頼りに警鐘を
鳴らす平尾清司氏＝１
月25日、Ｍ＆Ｄホール

２０１４年度
診療報酬改定

中
医
協
が
改
定
案
を
答
申

消
費
税
増
税
対
応
も
損
税
解
消
せ
ず

社
保
研
究
部

個別指導対策講習会

カルテ記載の重要性を強調
レセコン依存に警鐘

　

中
医
協
は
消
費
税
増
税
に

よ
る
補
填
分
を
初
再
診
料
に

上
乗
せ
す
る
こ
と
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
２
０
１
４
年
度
診

療
報
酬
改
定
案
を
12
日
、
厚

労
相
に
答
申
し
た
。

　

改
定
案
で
は
、
増
税
対
応

と
し
て
歯
科
の
初
診
料
に
16

点
、
再
診
料
に
３
点
そ
れ
ぞ

れ
配
分
す
る
。
増
点
幅
は
わ

ず
か
で
あ
り
、
損
税
解
消
に

は
程
遠
い
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　
「
在
宅
歯
科
医
療
の
推
進
」

や
「
医
科
歯
科
連
携
の
強

化
」、「
歯
科
医
療
の
推
進
」の

各
分
野
で
は
、
歯
科
訪
問
診

療
料
３
の
新
設
や
歯
周
病
安

定
期
治
療
の
算
定
要
件
の
緩

和
、
医
科
医
療
機
関
か
ら
歯

援
診
へ
の
情
報
提
供
の
評
価

な
ど
を
記
載
。
ま
た
、
新
規

・
先
進
医
療
技
術
で
は
、
小

児
保
隙
装
置
や
歯
科
用
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
で
作
製
し

た
歯
冠
補
綴
物
の
保
険
導
入

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

概
要
は
右
表
の
通
り
。

　

協
会
は
３
月
23
日
に
御
堂

会
館
（
大
阪
市
中
央
区
）
で

中
央
新
点
数
説
明
会
を
開

く
。
午
前
の
部
（
10
時
15
分

〜
）
は
会
員
限
定
。
午
後
の

部
（
１
時
15
分
〜
）
は
会
員

院
所
ス
タ
ッ
フ
（
歯
科
衛
生

士
・
助
手
・
受
付
担
当
者
）

も
参
加
で
き
る
。

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
た
。
皆
さ
ん

の
１
年
間
の
診
療
所
運
営
は

い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

歯
科
医
療
は
景
気
の
影
響

を
受
け
や
す
い
業
種
だ
。
安

倍
政
権
に
よ
る
経
済
政
策
、

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
っ
て
経
済
は
回
復
基
調
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大

企
業
だ
け
が
好
調
な
業
績
を

上
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

輸
入
原
材
料
価
格
の
上
昇
や

国
内
需
要
の
低
迷
で
中
小
企

業
は
厳
し
い
経
営
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。

　

安
倍
内
閣
は
世
界
で
企
業

よ
り
も
今
年

は
国
民
生
活

が
改
善
し
た

と
実
感
で
き

て
い
る
人
は

一
体
ど
れ
だ

け
い
る
だ
ろ

う
か
。

が
最
も
活
動

し
や
す
い
国

に
す
る
た
め

に
、
更
に
派

遣
労
働
と
有

期
雇
用
を
拡

大
し
解
雇
規

制
を
緩
和
し

消
え
て
い
く
。
国
民
に
は
負

担
増
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
。

　

▽
年
金
支
給
額
の
削
減
▽

70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
を
２

割
に
引
き
上
げ
▽
介
護
保
険

は
予
定
通
り
引
き
上
げ
ら
れ

る
。

　

我
わ
れ
の
診
療
所
は
人
件

費
を
除
く
経
費
が
自
動
的
に

３
％
増
加
す
る
。
保
団
連
の

復
興
特
別
法
人
税
は
前
倒
し

で
廃
止
す
る
。
秘
密
保
護
法

で
こ
れ
か
ら
は
政
権
に
都
合

の
悪
い
情
報
は
ベ
ー
ル
に
包

ま
れ
た
ま
ま
に
な
る
。
去
年

ら
の
医
院
経
営
は
さ
ら
に
厳

し
さ
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

安
倍
首
相
は
「
消
費
税
増

税
で
社
会
保
障
を
充
実
・
強

が
得
ら
れ
る
。
確
定
申
告
に

際
し
て
、
私
た
ち
の
税
金
が

国
民
生
活
の
向
上
に
使
わ
れ

て
い
る
か
し
っ
か
り
と
見
て

い
こ
う
。

　

協
会
で
は
安
心
し
て
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に

窓
口
負
担
軽
減
、
特
に
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
国

民
皆
保
険
を
守
る
た
め
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
、
改
憲
を
許
さ
ず

社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
、

原
発
ゼ
ロ
で
安
心
の
社
会
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
各
種

運
動
を
し
て
い
く
。
会
員
の

先
生
方
に
は
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

よ
う
と
し
て
い
る
。
企
業
業

績
は
好
調
に
も
か
か
わ
ら
ず

正
規
雇
用
は
増
え
ず
、
給
与

所
得
は
一
向
に
上
が
ら
な
い

状
況
で
、
４
月
か
ら
消
費
税

の
要
支
援
者
の
保
険
外
し
▽

生
活
保
護
費
の
削
減
―
―
な

ど
を
計
画
・
実
施
し
て
い

る
。
住
民
税
か
ら
も
復
興
増

税
を
ス
タ
ー
ト
す
る
一
方
、

ゼ
ロ
税
率
要
求
は
聞
き
入
れ

ら
れ
ず
、
消
費
税
の
損
税
が

経
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

く
る
。
診
療
報
酬
は
実
質
マ

イ
ナ
ス
改
定
だ
か
ら
４
月
か

　

雇
用
と
国
民
所
得
が
向
上

し
て
こ
そ
経
済
の
好
循
環
が

達
成
さ
れ
る
。
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
て
生
活
不
安
を
軽

減
さ
せ
て
こ
そ
社
会
の
安
定

化
す
る
」
と
公
約
し
た
。
し

か
し
、
国
土
強
靭
化
と
称
し

て
２
０
０
兆
円
の
公
共
事

業
、
そ
し
て
法
人
税
減
税
の

た
め
に
そ
っ
く
り
消
費
税
は

　

社
保
研
究
部
は
、
個
別
指

導
対
策
講
習
会
「
レ
セ
コ
ン

の
カ
ル
テ
作
成
機
能
は
個
別

指
導
の
現
場
で
通
用
す
る

か
？
」
を
１
月
25
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
70
人
が

参
加
し
た
。

　

同
部
の
平
尾
清
司
氏
は
、

個
別
指
導
を
め
ぐ
る
状
況
と

し
て
、
財
界
の
要
望
を
政
府

が
取
り
入
れ
個
別
指
導
が
強

化
さ
れ
て
き
て
い
る
と
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
て
話
し
た
。

　

普
及
し
て
い
る
レ
セ
コ
ン

は
優
れ
て
い
る
点
が
多
く
あ

り
、
実
日
数
や
治
療
の
流

れ
、
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領
に

合
致
し
て
い
れ
ば
レ
セ
プ
ト

審
査
上
は
通
過
す
る
。
例
え

カ
ル
テ
記
載
が
不
十
分
で
あ

っ
て
も
、
た
ち
ま
ち
支
障
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
個
別
指
導
で
は
、
算
定

要
件
ど
お
り
に
カ
ル
テ
記
載

さ
れ
て
い
る
か
点
検
さ
れ
る

た
め
、
算
定
要
件
か
ら
み
て

不
備
で
あ
る
と
よ
く
指
摘
さ

れ
、
返
還
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
レ
セ
コ
ン
の
カ
ル
テ
作

成
機
能
だ
け
に
頼
り
過
ぎ

ず
、
日
常
の
カ
ル
テ
記
載
が

重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

大
阪
の
歯
科
医
師
に
は
年

間
50
件
の
個
別
指
導
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
末
に
保

険
医
取
り
消
し
（
相
当
）
が

２
件
出
る
な
ど
、
そ
の
内
容

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
で
き
る
限
り
個
別
指

導
の
場
で
は
録
音
と
弁
護
士

の
帯
同
を
す
べ
き
で
あ
る
と

参
加
者
に
促
し
た
。

２
０
１
３
年
分
確
定
申
告
に
あ
た
っ
て

２
０
１
３
年
分
確
定
申
告
に
あ
た
っ
て

雇
用
と
所
得
が
向
上
し
て
こ
そ

３
〜
６
面
に
特
集
「
２
０
１
３
年
分
所
得
税
・
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
掲
載

経
税
部
長　

冨
本
昌
之

談　話

主要改定項目（詳細は全国保険医新聞２月15日付参照）

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『要点と
解説』『歯科保険診療の研究』
の製作業務で事務所を離れま
す。お問い合わせは出先から折
り返しの対応となります。

お知らせ

改定項目 旧点数 新点数
歯科初診料 218点 234点
歯科再診料 42点 45点

外来環 初診時 28点 26点
再診時 2点 4点

暫間固定（簡単なもの） 300点 200点
Ｐ処 10点 14点
歯肉剥離掻爬手術 620点 630点

歯周組織再生誘導手術 一次手術 760点 840点
二次手術 320点 380点

歯周病安定期治療
１歯以上10歯未満 300点 200点
10歯以上20歯未満 300点 250点
20歯以上 300点 350点

加圧根管充填処置（加算
点数から独立）

単根管 ＋128点 130点
２根管 ＋152点 156点
３根管以上 ＋184点 190点

フッ化物歯面塗布処置（在宅等療養患者の場合） （新設） 80点
ＣＡＤ・ＣＡＭ冠 （新設） 1200点
小児保隙装置 （新設） 600点
支台築造印象 22点 26点
ＴｅＣ 30点 34点
新製有床義歯管理料 困難な場合以外 150点 190点
　困難加算 困難な場合（加算から独立） ＋40点 230点
有床義歯管理料 （歯科口腔リハビリテー

ション料に統合・再編）
70点 （削除）

有床義歯長期管理料 60点 （削除）
歯科口腔リハビリテーシ
ョン料１有床義歯の場合

困難な場合以外 （新設） 100点
困難な場合 （新設） 120点

義歯調整料（歯科口腔リハビリテーション料に包括） 30点 （包括）
有床義歯（総義歯） 2100点 2110点
有床義歯修理 224点 228点
歯科技工加算 22点 24点
双子鉤 230点 234点
二腕鉤 212点 216点
コンビネーション鉤 （新設） 220点
歯科訪問診療１ 850点 866点
歯科訪問診療２ 380点 283点
歯科訪問診療３ （新設） 143点
在宅かかりつけ歯科診療所加算（新設） （新設） 100点
急性対応（１日２人～５人以下） 同一建物複数 85点 55点　　　　（１日６人以上） 50点
周術期口腔機能管理料（Ⅰ）　手術前 190点 280点
周術期口腔機能管理料（Ⅱ）　手術前 300点 500点
舌接触補助床（旧義歯を用いた場合） （新設） 500点
歯科口腔リハビリテーション料１舌接触補助床 （新設） 190点


